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第150回県安全衛生委員会開催

メンタル不全に陥らないために、産業医の面接、研修を活用しよう！
安全衛生委員会の場でも気温・湿度計の配備と測定に基づく対応等職員の熱中症対策を要請

7月14日、第150回神奈川県安全衛生委員会が開かれ、次の項目について報告され質疑が行われました。（メンタルヘルス相談等の実施状況、産業医による面接指導の実施状況、メンタルヘルス研修の昨年度実績・今年度予定は組合員専用ページに掲載）

①平成22年度一般定期健康診断の受診状況、②平成22年度安全衛生委員会の開催状況、③平成22年度第2回産業医職場巡視状況、④平成22年度産業医による面接指導の実施状況、⑤禁煙治療の実施状況、⑥メンタルヘルス相談等の実施状況、⑦メンタルヘルス研修、⑧平成23年度健康診断の実施時期。

また、自治労県職労からは、節電に伴う冷房や照度など労働安全衛生基準の確保、熱中症対策について、所属での温度・湿度の管理や所属の熱中症対策への支援、啓発を行うよう提案しました。

　職員厚生課からは、「7月1日付けで通知を出しているが、健康管理センターの医師と相談しながら早急に対応を行いたい」、「熱中症対策についてはグループウエアにも掲載しており活用してほしい」との回答がありました。

メンタルヘルス外部相談窓口を活用しよう！

○対　　象：職員本人、家族、上司、同僚

○相談員：瀧村剛医師（精神科医・産業医）

○相談日：毎週水曜日18時～21時

○相談内容：心身の不調に関する相談、リハビリ中の職員等に対する対応方法等

○相談費用：無料

○申込方法：相談当日の18時までにメール又は電話で予約を　TEL:03-3466-7200

　　　　　E-mail：totalhealth@doctor-trust.jp

○相談場所：ホテルキャメロットジャパン3階

　　　　　　横浜市西区北幸1-11-3

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































